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そういった安全指導教育を進めていくことが必要でありますが、そういった効

果的な安全指導というのは、自転車は車と違いまして、それほど常に毎日県境を

越えて、遠くまで出かけるというものではありません。生活区域というものが自

転車には一番行動範囲の中心になります。そこには、地域的特性というものがあ

ります。そういった地域特性をしっかり整理することが大切です。一例として、関

東地方の特性と関西地方の特性というものも、いろんな違いがあります。交差点

の信号に対する反応の仕方も違うといわれています。そういった地域的特性もあ

ります。 

世代的特性、若者のほうが事故は多いのです。けれども、若者はけがで済んでい

るのです。お年寄りの事故数は若者ほどではないのですが、事故にまつわる死亡

率は高齢者が高いのです。そういった世代的特徴があります。若者には、不注意、

軽はずみの事故が多いです。高齢者には、また高齢者なりの事故の特徴もありま

す。そういった特性です。 

時代的特性です。今、自転車活用促進型社会になっております。ひと昔前のサイ

クリングヤッホーとはまた違います。 

行動的特性等を踏まえた、具体的解決をしたい。そして、受け入れられる正しい

指導をしましょうということです。 
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安全教室も積極的にやっていく必要があります。その効果を確かめるというこ

ともいたしました。成果が上がっております。そういったところで、スケアードス

トレートという教育方法もあるのですけれども、その成果も上がっております。

そこについては、パネルディスカッションでもお話をさせていただきます。 

 

事故に対するリスクマネジメント、もしもが現実に生じてしまったらどうしよ

うかということで、これもパネルディスカッションで、法律家の弁護士の先生か

ら、専門的に扱っていただきます。 
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外国の調査をしました。イタリアの街です。落ち着いたたたずまいがあります。 

 

道路を共有するといったところで、自転車の運転者に対しても、もっと周知を

図らなくてはいけないと同時に、歩行者についても、自動車の運転者についても、

お互いに自転車の安全性確立に取り組まなければいけない課題も多いのです。 
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次に、資料のつくり方、これはイタリアの資料で「W LA BICI！」、日本語読み

で「ワオ 自転車！」というものですが、大体 50 ページぐらいある教材なのです

けれども、８歳から 14 歳向け、中はクイズ方式です。３択式のクイズ方式で、面

白く作られています。 

右側は観光案内です。アミカさんが案内する町案内ですけれども、商店街、警

察、観光協会との協力の上において、これを作っているのです。 

ですから、町のルート案内の上に、ここの交差点は事故が多いです。ここの町の

法規はこうなっていますということが、お店の観光案内とともに作ってある、そ

ういう形での協力も必要です。 
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自転車に対して、いろんな誤解も多いのです。そういったことも見直していき

ましょう。 

 

大切なことはルールを整備し、その理解の徹底を図り、マナーとして、行動の実

現を図っていくようにしましょう。そして、そのマナーが自己流ではだめなので

す。社会に受け入れられる共通理解のあるマナー、個人のマナーから社会のマナ

ーへということを考えてまいりましょう。 
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全体的に交通リテラシーの向上を図りましょう。 

それには、ハード面での改善とソフト面での徹底が必要です。自転車に免許制

や登録性を導入するなどのいろんな要望も出ております。資料の絵にあるような

自転車に乗っての犬の散歩、これはだめです。交通法規にこんなところまで書い

ていないのです。それを守ることができるのは、マナーなのです。ルールでここま

でやるようになったら、世の中かえって変ではないかと思ってしまいます。マナ

ーの範囲で守らなくてはいけないのです。 

 

自主性・主体性を尊重した、安全指導を行っていきましょう。そして、自転車で
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つくるコミュニケーション社会、自転車でかわす交通安全は、お互いに運転者同

士で、アイコンタクトすることです。 

 

そのために、視線を確認できないサングラスは、あまりお勧めしません。透き通

ったサングラスにしてください。 

 

自転車の活用に対する期待は大きいです。実用機能中心形からコミュニケーシ

ョン促進型に進めていきたいと思っております。 
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ライフスタイルとともに、高齢者の方々は、自転車に乗れる楽しさをいつまで

も、若い世代の方々は、自転車に載せて広がる人生の夢、世代を超えて、スマート

にアイコンタクトで安全確認、などを標語にして、みんなで守りたいと思ってお

ります。 

 

みんなにやさしい、みんなで理解、連携、協調すること、これが安全確立の大事

なことです。自分一人だけの努力ではできません。地域の皆さんによる理解、連携

協力、もしもが起こったときに対するあらかじめの学習、研究、訓練ということを

進めましょう。 
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最後です。安全とは、事故やけがを防止することにとどまらず、ヒヤリ・ハット

することなく、ゆとりをもって、安心できる状態のことを示します。 

以上、私のお話とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 


